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１．子どもや家庭を取り巻く状況・課題 
 

(1) 日本における子どもや家庭を取り巻く状況・課題 
 

我が国の合計特殊出生率は、平成 17 年に過去最低の 1.26 を記録した後

は、やや上昇しているものの、依然として少子化の傾向は続いており、少

子化等による人口構造の変化は、社会経済システムに深く関係し、経済成

長への深刻な影響も懸念されることから、喫緊の社会的課題となっていま

す。 
  

また、核家族化の進行や地域のつながりの希薄化、共働き家庭世帯の増

加等により子どもや子育て家庭を取り巻く環境は大きく変化しており、子

育ての孤立感や負担感の解消のため、子育てを社会全体で支援していくこ

とが必要となっています。 

  

このような状況の中、国においては、次代を担う子どもを健やかに生み

育てる環境整備を図るため、平成 15 年に「次世代育成支援対策推進法」

を制定し、次世代育成に向けた取り組みを進めてきました。 
  

その後、平成 22 年 1 月には「子ども・子育てビジョン」を閣議決定し、

幼保一体化を含む新たな次世代育成支援のための包括的・一元的な制度の

構築について検討が始まりました。 
  

平成 24 年には、認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の新たな給

付や、認定こども園法の見直し・改正などが盛り込まれた「子ども・子育

て関連 3 法」が制定され、平成 27 年度から新たな制度（子ども・子育て支

援新制度）がスタートしています。 

  

新制度のもとでは、「子どもの最善の利益」が実現される社会をめざす

との考えを基本に、幼児期の学校教育や保育の総合的な提供、地域の子ど

も・子育て支援の量の拡充や質の向上を総合的に推進していくことをめざ

しています。 
  

さらに、平成 26 年に策定された「まち・ひと・しごと総合戦略」にお

いては、安定した雇用の創出や新しい人の流れをつくることと並んで、若

い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえることを基本目標の一つとし

て、結婚・出産・子育てへの切れ目ない支援や、子ども・子育て支援の充

実に向けた環境づくりに取り組んでいます。 
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(2) 宇部市における子どもや家庭を取り巻く状況 
 

①人口 

宇部市の人口は、平成２年の 182,526 人から平成 22 年の 173,772 人へ

と減少傾向にあります。年齢３区分別人口をみると、15 歳未満人口は、

33,214 人から 21,925 人、15～64 歳人口は 122,608 人から 105,933 人へ

と減少しているのに対し、65 歳以上人口は 26,703 人から 44,979 人へと

増加しており、少子高齢化が進行していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②出生数 

平成 20 年以降の宇部市の出生数は、平成 20 年の 1,357 人から平成 22

年の 1,492 人へと増加していましたが、平成 22 年度をピークに、以降は

減少しています。 
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174,064 173,327 172,377 171,220 

 

169,821 

※平成 22 年までは国勢調査（年齢３区分別人口は、年齢不詳を含まないため、年齢３区分別人口の和は総数に一致しない） 

※平成 23 年以降は、宇部市住民基本台帳（各年４月１日現在） 

《国勢調査、住民基本台帳》 

（人） 

《山口県：保健統計年報》 
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③合計特殊出生率 

宇部市の合計特殊出生率は、平成 21 年までは 1.32～1.41 で推移して

いましたが、平成 22 年 1.56、平成 23 年 1.49、平成 24 年 1.50 と増加傾

向を示しています。平成 22 年以降は、全国数値より高くなっていますが、

山口県数値と比べると低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④家族類型別世帯数の推移 

一般世帯数は、平成２年の 62,173 世帯から平成 22 年の 72,312 世帯へ

と年々増加傾向がみられます。また、親族世帯数も 47,903 世帯から

48,300 世帯へと微増傾向を示していますが、その内訳は、核家族世帯は

増加しているのに対し、その他の世帯が減少しており小家族化がうかが

えます。また、単独世帯数は、14,178 世帯から 23,554 世帯へと大幅に

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一般 
世帯数 

親族世帯数 
非親族 
世帯数 

単独 
世帯数 総数 核家族 その他の世帯 

平成２年 62,173 47,903 37,958 9,945 92 14,178 

平成７年 66,243 49,065 39,850 9,215 126 17,052 

平成 12 年 69,831 49,659 41,257 8,402 230 19,942 

平成 17 年 71,004 49,397 42,009 7,388 265 21,342 

平成 22 年 72,312 48,300 41,758 6,542 451 23,554 

 

 

 

※合計特殊出生率とは、15 歳から 49 歳までの女子の年齢別出生率を合計したもので、一人の女子がその年次の年齢別出生率で 

一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当する。 

※市の数値は、参考数値 

 

※一般世帯数：親族世帯数と非親族世帯数、単独世帯数の和。寮や社会施設の入所者、世帯の種類「不詳」等を含まない。  

※親族世帯：二人以上の世帯員から成る世帯のうち、世帯主と親族関係にある世帯員のいる世帯をいう。  

※非親族世帯：二人以上の世帯員から成る世帯のうち、世帯主と親族関係にある者がいない世帯をいう。 

※単独世帯：世帯人員が一人の世帯をいう。 

《厚生労働省：人口動態調査》 

《国勢調査》 
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⑤共働き世帯数 

昭和 55 年以降、わが国の共働き世帯数は年々増加しています。平成

25 年では、専業主婦世帯が 745 万世帯であるのに対して、共働き世帯は

1,065 万世帯となっており、共働き世帯が専業主婦世帯を大きく上回っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥女性の就業率等 

過去４回の国勢調査における女性の年齢別労働力人口比率は、20 代後

半と 40 代後半を２つの頂点とするＭ字型曲線になっています。しかし、

結婚や出産等に起因すると考えられる 30 代に見てとれる労働力人口比

率の落ち込みは、平成 22 年の調査結果は平成 17 年までと比べて低くな

っており、結婚や出産後も引き続いて働く女性が増加していることが見

てとれます。 
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※昭和 55 年から平成 13 年までは総務省「労働力調査特別調査」（各年 2 月。ただし、1980年から 1982年は各年３月）、2002年

以降は総務省統計局「労働力調査(詳細集計)」（年平均）より作成。「労働力調査特別調査」と「労働力調査(詳細集計)」とでは、

調査方法、調査月等が相違することから、時系列比較には注意を要する。 

※2010 年及び 2011 年の［ ］内の実数は，岩手県，宮城県及び福島県を除く全国の結果。 

《労働力調査》 

《国勢調査》 
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［子どもや家庭を取り巻く状況の整理］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 宇部市における子ども・子育て関連施策 
 

①宇部市次代を担う子どもをすくすくと育てることの推進に 

 関する条例（平成 23 年 3 月）   
 

すべての子どもの健やかな育ちを社会全体で共に支えるため、宇部市

における仕組みづくりの基盤として、平成 23 年 3 月に策定しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもの健全な育成について基本理念と市の基本施策を定め、子どもを

取り巻く保護者、市民、学校等、子育て支援団体、事業者及び市の責務

や役割を示し、協働して取り組むことで、次代を担うすべての子どもが

すくすくと育ち、市民一人ひとりが子どもの健全な育成に誇りと喜びを

感じることができる社会の実現を目指す。 
 

＜基本となる施策＞ 

・子どもの個の尊重と社会参加の促進 

・市民や関係機関等との連携 

・地域における交流の促進 

・妊産婦及び乳幼児の健康の確保 

・子どもへの虐待の防止 

・支援を要する子どもに対する取組 

・教育環境の整備 

・安心で安全な子育て環境の整備 

・子育てと仕事の両立支援 

 

複雑化 

＜家族＞ 

・未婚率、平均初婚

年齢の上昇 

・核家族世帯の増加 

・育児ストレス等の 

増加（孤立感・負担

感） 等 

＜暮らし＞ 

・景気の動向 

・価値観の多様化 

・地域のつながり 

の希薄化 等 

＜働き方＞ 

・女性の社会進出 

・共働き世帯の 

増加 等 

 

＜子ども＞ 

・少子化の進行 

・遊び・体験機会の 

減少 

・いじめ、少年非行・ 

不登校等の問題 等 
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②子育てプランうべ［宇部市子ども・子育て支援事業計画］ 

 （平成 27 年 3 月） 
 

子ども・子育て支援施策を総合的に推進するための新たな計画として、

平成 27 年 3 月に策定しました。 

安心して生み育てることができる社会の実現に向けて、行政及び地域

社会が何をなすべきかの基本指針や、幼児期の教育・保育と子ども・子

育て支援に関する量の拡充や質の向上のための目標を定めています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本理念＞  

家族と地域の絆を深める 「家族の絆」「家族と地域の絆」「地域の絆」 
 

＜目標＞ 

次代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つ環境づくり   
 

＜基本的な視点＞  

１．子どもの視点の尊重 

２．親と子どもの健康確保      

３．子育て意識の高揚    

４．子どもたちの自立への支援 

５．男女共同参画の視点  

６．社会全体によるすべての子育て家庭への支援 

７．仕事と生活の調和の実現 
 

＜行動計画＞  

テーマ１：子育て意識の高揚 

テーマ２：地域における子育ての支援 

     ２－１子育て支援サービスの充実 

①行政等による子育て支援の充実 

        「（仮称）子どもプラザの整備」 

親子が気軽に集い、交流を図る等、子育て支援の拠点と

なる（仮称）子どもプラザの整備に取り組みます。 

テーマ３：母性並びに子どもの健康の確保及び増進 

テーマ４：子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 

テーマ５：子どもたちの安全の確保や要保護児童への対応等決め 

細やかな取り組みの推進 

  テーマ６：子育てを支援する生活環境の整備 
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③宇部市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 27 年 10 月） 
 

宇部市が魅力と活力にあふれ、持続可能な発展をしていくために、人

口減少対策に資する施策を戦略化し重点的に推進するための計画として、

まち・ひと・しごと創生法第 10 条に基づく「宇部市まち・ひと・しごと

創生総合戦略」を平成 27 年 10 月に策定しました。 

「まち」「ひと」「しごと」の好循環を確立して、「暮らして良し、働い

て良しの市民が誇りを持てるまちづくり」を目指すもので、「若い世代の

結婚・出産・子育ての希望をかなえる」ことや「「にぎわいエコまち計画」

に基づく都市基盤の整備」が掲げられ、その中に「（仮称）子どもプラザ」

が位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本目標＞  

基本目標１: 安定した雇用を創出する 

基本目標２: 新しい人の流れをつくる 

基本目標３: 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４: 地域資源を活用した多様な地域社会の形成を目指す 

基本目標５:「にぎわいエコまち計画」に基づく都市基盤の整備 
 

＜具体的な施策展開＞ ※該当箇所を抜粋 

基本目標３: 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 (1) 結婚・出産・子育てへの切れ目ない支援 

  ①結婚・出産の支援 

  ②子育て環境の充実 

   ・子どもたちが安心・安全に過ごすことができ、子育て支援に

係る複合的サービスを一体的に提供する全天候型の子育て支

援の拠点施設として、中心市街地に「（仮称）子どもプラザ」

を整備します。 

  ③ワーク・ライフ・バランスの推進 
 

 (2) 魅力ある優れた教育機会の提供 

  ①学校教育の充実 

  ②地域と連携した教育と教育環境の充実 

 

基本目標５: 「にぎわいエコまち計画」に基づく都市基盤の整備 

 (1) 総合的整備計画の推進 

  ①総合的整備計画の推進 

   ・中心市街地におけるまちづくり構想を策定し、子育て世代や

若者世代にとって快適な居住環境を創出するため、「（仮称）

子どもプラザ」や「（仮称）若者未来センター」等の公共用施

設機能を整備するとともに、住宅・店舗等の建替えを促進し

ます。  
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④宇部市における子育て・教育関係施設の整備・活動状況 

 

［子育て・教育関係施設］             （平成 27 年 5 月現在） 

名称 施設数 在籍児童・生徒数 

保育所 29 園 2,568 人 

幼稚園 23 園 2,403 人 

小学校 24 校 8,210 人 

中学校 15 校 4,650 人 

高校 ９校 5,323 人 

総合支援学校 １校  244 人 

 
※高校は、高専 3 年時まで及び定時制 4 年時までを含む 
※総合支援学校は、初等部、中等部、高等部の合計 

 

［子育て支援関連事業］ 

  「子育てプラン・うべ」の中で目標値を定め、事業の充実をめざし

て、主に下記のような取り組みを行っています。（平成 26 年度） 
 

名称 概要 現在状況 目標値 

地域子育て支援 

拠点事業 

子育て中の親に対する育児不
安等について、地域の子育て支
援機能の充実をはかり、育児不
安を緩和し、子どもの健やかな
育ちを促進する事業 

９か所 10 か所 

一時預かり 
保護者の病気等、緊急一時的に
児童の養育が困難な場合、一時
的に保育園で預かる事業 

10 か所 15 か所 

1,621 人 1,730 人 

放課後児童健全 

育成事業 

（地域学童保育事業） 

保護者が就労等により昼間家
庭にいない小学校児童に対し、
授業終了後に適切な遊びと生
活の場を提供する事業 

47 か所 50 か所 

病児病後児保育 
保護者の病気等、緊急一時的に
児童の養育が困難な場合、一時
的に保育園で預かる事業 

６か所 ６か所 

ファミリー・ 

サポート・センター 

地域において、育児の「援助を
受けたい人」と「援助を行いた
い人」が会員となり、育児につ
いて助け合う相互援助の事業 

１か所 １か所 
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(4) 子育て支援施設（（仮称）子どもプラザ）への市民ニーズ 
 

 ①子育て支援に関するアンケ－ト調査 
 

平成 25 年 10 月に市内の就学前児童のいる世帯 1,500 世帯、就学児童

のいる世帯 1,500 世帯を無作為に抽出し実施した「子育て支援に関する

アンケ－ト調査」において、「宇部市に子どもプラザが整備されるとし

たら何を望むか」を聞いたところ、就学前児童の保護者・小学校児童の

保護者ともに、「雨の日に遊べるところ」という回答が７割以上を占め、

最も多くなっています。 

ついで、就学前児童の保護者は、「親子で一緒に遊べるところ」、「遊

具等の種類が充実しているところ」という回答が６割以上で高くなって

います。 

小学校児童の保護者は、「思い切り遊ぶために十分な広さがあるとこ

ろ」という回答が５割以上で続いています。 

     総じて、全天候型で、ある程度の規模があり、遊具等が充実した遊び

場への要望が高いと言えます。 

 

［アンケート結果］ 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.5%

80.3%

60.2%

63.1%

43.3%

25.7%

20.7%

36.8%

37.9%

12.2%

1.7%

5.4%

1.6%

52.7%

73%

55.4%

54.2%

27%

17.9%

14.7%

33.8%

36%

13.3%

4.7%

5.2%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親子で一緒に遊べるところ

雨の日に遊べるところ

思い切り遊ぶために十分な広さがあるところ

遊具等の種類が充実しているところ

同じ歳くらいの遊び仲間がいるところ

子育て情報の交換ができるところ

子育ての相談ができるところ

定期的にイベントを開催してくれるところ

一日中過ごせるところ

子育てに関する各種講座の開催や

会議ができる場所があるところ

特に望むことはない

その他

無回答

就学前児童 就学児童

回答者数 

 就学前児童：704 人 

 就学児童 ：716 人 

問： 宇部市に子どもプラザ（乳幼児など子どもたちの遊び場づくりや子育て情報の 

   受発信などを目的とした総合的な施設）が整備されるとしたら何を望みますか。 
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②「子どもプラザ」についてのアンケート調査 
 

平成 26 年 12 月に、保育園在園児の保護者（世帯数 100）を対象にアン

ケート調査を実施し、「子どもプラザ」についての意見・要望をお聞きしま

した（回収率 39.0％）。 

「子どもプラザでできたらよいと思うこと」という問いについては、「遊

具や玩具で自由に遊びたい」という回答が最も多く 21.5％を占めました。 

ついで「遊びや工作を教えて欲しい」という回答が 14.7％、「フリース

ペースで思い切り体を使って遊びたい」と「絵本などの図書を置いて欲し

い」という回答が同数の 13.5％となっています。 

 

［アンケート結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.5%

13.5%

6.7%

9.8%

13.5%

14.7%

9.8%

8.0%

1.8%

0.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1 遊具や玩具で自由に遊びたい

2 フリースペースで思い切り体を使って遊びたい

3  育児等の相談がしたい

4 一時預かり（託児）をして欲しい

5 絵本などの図書を置いて欲しい

6 遊びや工作を教えて欲しい

7 カフェ等でくつろげる空間が欲しい

8 子育ての情報が自由に手に入るｺｰﾅｰがあったらよい

9 少人数で使える貸室（会議室）があったらよい

10 その他（自由記載）

問： 「子どもプラザ」でできたらよいと思うこと（５つまで選択可） 
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また、「子どもプラザ」に対する自由意見では、遊具を使ったり、走り回

って遊ぶことができる場や飲食スペースへの要望等が複数見られました。 

そのほか、アクセスのよい立地や、運営・サービスの充実についての意

見も多数ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設についての

意見    

・交通の便利なところに作って欲しい 

・屋内に大きな複合遊具を置いて欲しい 

・木のおもちゃ、弁当が食べられるスペース 

・段ボールで作った遊具を置いて欲しい 

・小学生の兄弟も一緒に遊べるような施設にして欲しい 

・売店等あり飲食できるスペースがあるとよい 

・トイレが利用しやすい 

・カフェは作って欲しい 

・子どもが走り回って遊べる場所が欲しい 

・おむつ替えのスペースは男性も利用可にして欲しい 

（授乳スペースと離して） 

②サービスに 

ついての意見 

・歯科検診、産後骨盤の話、タッチケア 

・保育園児、幼稚園児も土日祝日等利用したい 

・売店等あり飲食できるスペースがあるとよい 

・休みは毎週同じ曜日にしないで欲しい 

③その他の意見 

・ぜひ開設して欲しい 

・宇部市にはなぜ公園に大型遊具がないのか 

・良いサービスが受けられるなら有料でもよい 

・入場料、駐車料金が有料ならば他の無料や 100 円程度で利

用できる施設を利用する 

・宇部市は児童館すらなく子育て面で遅れているので、他市

からでも遊びに来たくなるような施設を作って欲しい 

 

［「子どもプラザ」に対する意見（自由記載）］ 
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③市民懇談会等での意見 
 

平成 27 年７月に、子育て支援施設の整備に係る市民懇談会を開催し、

子育て関係団体・サークルの関係者や参加者、保育園の保護者の方々から、

子育て支援施設に対する意見や要望をお聞きしました。 

施設の機能としては、体を動かして遊べる場への要望が多く、屋外スペ

ースを活用した遊び場づくり、軽食が食べられるスペースや専門職に相談

できる環境の整備も求められています。 

また、利便性の高いアクセスや駐車場の必要性、開館日・開館時間につ

いても多数の意見・要望がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 

参加者 子育てサークルくすのき参加者 18 人 

日 時 平成 27 年 7 月 2 日（木） 11：00～11：40 

会 場 北部総合支所 

第２回 

参加者 新川保育園保護者会参加者（5 歳児クラス） 18 人 

日 時 平成 27 年 7 月 4 日（土） 10：55～11：30 

会 場 新川保育園遊戯室 

第３回 

参加者 子育てサークル参加者 24 人 

日 時 平成 27 年 7 月 6 日（月） 11：25～12：05 

会 場 総合福祉会館子育てサークル会場 

第４回 

参加者 うべすくすくネットワーク参加者 17 人 

日 時 平成 27 年 7 月 9 日（木） 10：50～11：30 

会 場 うべすくすくネットワーク会場 

第５回 

参加者 宇部市子育て支援団体代表者(７団体)  10 人 

日 時 平成 27 年 7 月 16 日（木） 10：00～11：20 

会 場 宇部市役所第３会議室 
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［主な意見］    

＜遊びのスペースや内容について＞ 

・乳幼児が安心して遊べる場所が欲しい。 

・幼児と小学生が、それぞれ安全に遊べるようにして欲しい。 

・小学生から意見を聞いたところ、将棋ができるところ、本が自由に読めるところ、

ロッククライミングのような体を使って遊べるところが要望として挙がった。 

・こういう施設がもっと早く欲しかった。安全に体を動かす場が必要。 

・屋外のスペースも併設し、大型の遊具も欲しい。 

・体験コーナーや活動プログラムも欲しい。 

・リユースコーナーを作ってはどうか。 等 

 

＜飲食スペース＞ 

・軽食がとれるスペースが欲しい。 

・ランチができることが母親の気持ちの切り替えになる。 等 

 

＜相談機能＞ 

・専門の相談員がいると相談しやすい。また、専門の機関につなげられるような 

体制が欲しい。 等 

 

＜アクセス・駐車場＞ 

・駐車場は必要なので整備して欲しい。できれば、屋根付きのものがあるとよい。 

・道の駅のような人が集まる場にできることを想像していた。自然環境も必要。 等 

 

＜開館日・開館時間＞ 

・土日祝日や夜間も利用できるようにして欲しい。 等 

 

＜施設全体について＞ 

・いつでも子育て支援を受けることが可能な施設が常時あることはうれしい。 

・子どもたちを常に見ている人が必要な現代、沢山の人力が必要となる。場所も必

要だが、ボランティアの活用など人も必要。 

・こういう施設ができることは、とても嬉しい。母親たちが内面的余裕を持つこと

ができたり、専門職に相談できる環境をつくって欲しい。 等 

 

 




